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Ⅰ は じ め に
現在，博物館における教育活動は，重要性を増しつつ
ある。その重要性は，生涯学習ではもちろんであるが，
学校教育としても同様である。学校教育における活用
は，社会科，理科，総合的な学習の時間をはじめ多様な
教科，領域で実践されている。とりわけ，総合的な学習
の時間の導入注１），改正教育基本法の「伝統と文化を尊
重」注２）の明記によって，博物館活用は，その時々で注目
された。平成２０年版小学校学習指導要領社会でも，博物
館の活用を強調している注３）。
ところで，博物館（美術館は除く）のイメージは，ど
ちらかと言えば，歴史分野や自然科学分野のイメージが
強い。そのため，学校教育では，歴史教育や理科教育の
一環として活用する場合も少なくない。他方，地理教育
の視点から，博物館を活用する事例は少ない。博物館学
芸員の専門分野も，歴史学分野と自然科学分野が大半で
あり，地理学分野を専門とする方は少ない。
小学校社会科の場合，社会的事象の地域の対象は，市
町村，都道府県，日本全域を主とする。社会的事象（歴
史的事象）の認識には，地域スケールに応じた地域的特
色にも触れる。地理学は，地域に根ざす事象の相違点や
類似点を解明することで，地域的特色を位置付ける。地
理学分野を専門とする博物館学芸員が少なければ，社会
的事象（歴史的事象）の認識過程において，地域的特色
に触れるとは限らない。
他方，博物館の展示室では，地名や地図を見かける機
会は，以前よりも多くなってきている。埋蔵文化財の場
合，出土品には，地名（例：○○遺跡）が付けられるこ
とは多い。加えて，それら埋蔵文化財は，しばしば交易
品であることも少なくない。交易品は，他地域における
生産物や採取物である。こうした交易関係の理解ができ
ることで，地域的特色が浮き彫りとなる。その地域的特
色は，地図資料の活用によって鮮明になる。
本稿は，小学校教員養成課程における文化遺産の教材
活用と効果を明らかにすることを目的とする。具体的に
は，社会的認識をより深めるため，地図資料を用いて，
博物館授業の学習効果を検証しようとするものである。
博物館は，小学校社会科の授業で活用する機会がこれま
でに多い注４）。教材となる文化遺産（以下，博物館資料
とする）は，縄文時代の出土品を用いた。
博物館授業（社会科指導法）は，紙地図活用の事例
（２０１０年７月実施，短期大学部１・２年生，小学校教諭
２種免許課程）と立体地図活用の事例（２０１０年１２月実
施，４年制大学２～４年生，小学校教諭１種免許課程）
を取り上げる。両授業の重複履修者はいない。なお，博
物館施設として，北海道立埋蔵文化財センターを利用し
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た。
以下では，博物館授業における地図資料の活用の意義
を示し（Ⅱ章），それぞれの授業実践の内容を述べる
（Ⅲ章）。続いて，地図資料の活用の学習効果を，授業
実践の様子や事後アンケート調査をもとに明らかにする
（Ⅳ章）。それをふまえ，地図資料の活用の課題を明ら
かにし（Ⅴ章），小学校社会科の博物館授業の計画構想
を示す（Ⅵ章）。
Ⅱ 地図資料の活用の意義
歴史系博物館の常設博物館資料は，原始・古代から近
代・現代までの順で展示している。ただ，総合博物館で
は，時代区分に加え，主題（テーマ）区分を用いたり，
人文資料と自然資料に２分したり，といった展示方法も
見られる。このような展示は，時系列の認識に加え主題
に関する認識が容易となる。
他方，博物館資料に関する地理的環境や地理的分布の
認識は，やや難しい。理由として，博物館資料の説明
が，地名（地形名）のみとなっている点にある。最近，
解説板や解説シートには，地図の掲載はあるものの，そ
の数は限られている。とりわけ，地名が，旧名で表現さ
れていれば，さらに認識はしにくい。
博物館における地図資料の活用の意義は，大きく２点
ある。
一つは，博物館資料間をつなぐ地理的分布の関係性を
認識できる点である。原始・古代の博物館資料の中に
は，他地域で生産したり，採取したりするものが見られ
る。それらの発見・発掘は，交易圏の広がりを意味す
る。すなわち，地図資料を介して，当時の交易ネット
ワークのイメージができる。海洋交通の場合，現代人の
イメージをはるかに超えた広域な交易圏であることが多
い。すでに述べたように，単なる地名の表記では，この
ような交易圏をイメージすることは難しい。
二つは，地域変容の認識ができる点である。同じ空間
の地図資料を時系列に並べると，地域変容の様子がわか
る。また，地理情報システムを利用して，地図を重ね合
わせることで，事象の位置関係や土地利用の変化を認識
することも可能となる。例えば，集落の分布の広がりや
交通網の発達の地域変容がわかる。また，河川の改修工
事や丘陵の改変といった自然地理的事象の変化もわか
る。
上記のような地図資料は，博物館内で多様に活用され
ることが望ましい。しかしながら，多様な地図資料の活
用には，予算的，展示空間的な点で限界がある。他方，
学校教育をはじめとする教育活動では，地理的分布や地
域変容を認識するため，地図資料を事前準備して活用し
たり，地図を作製したりしている。
その小学校社会科（平成２０年版小学校学習指導要領解
説社会編）では，博物館資料と地図資料の活用につい
て，以下のように示されている。
博物館資料は，縄文土器が使われていたころの人々の
くらしに関する文化遺産などの活用を，改善の具体的事
項において強調している。地図資料は，地理的分布の認
識を深めるため，地図帳や地球儀のより一層の活用を，
改善の具体的事項において強調している。いずれも，改
善の具体的事項に関係する資料として取り上げている。
以上から，小学校社会科では，社会的認識（地理的認
識・歴史的認識など）を深めるため，博物館資料を活用
しており，授業の到達目標，内容に応じて，適切な地図
資料を用いることが大切となる。博物館資料と地図資料
を同時に活用して，歴史的内容と地理的内容を融合する
ような展開は，相乗効果により，さらに学習効果を高め
ることができると考えられる。
第１表 平成２０年小学校学習指導要領解説「社会編」 改善の具
体的事項
１ 広い視野から地域社会や我が国の国土に対する理解を一層
深め，日本人としての自覚をもって国際社会で主体的に生きて
いくための基盤となる知識・技能を身につけることを重視して
改善を図る。例えば，地図帳や地球儀の活用を一層重視する。
また，４７都道府県の名称と位置，世界の主な大陸や海洋，主な
国の名称と位置などを調べる学習を新たに加え，自分たちの住
む県（都，道，府）の位置，世界の中での我が国の位置及び領
土をとらえることができるようにする。
２ 我が国の歴史や文化を大切にし，日本人としての自覚をも
つようにするとともに，持続可能な社会の実現など，よりよい
社会の形成に参画する資質や能力の基礎を培うことを重視して
改善を図る。例えば，縄文土器が使われていたころの人々のく
らしに関する内容を新たに加えたり，歴史的事象との関連で取
り上げる代表的な文化遺産を例示したりするなど，伝統や文化
に関する内容の充実を図る。また，社会生活を営む上で大切な
ルールや法及び経済に関する基礎となる内容の充実を図るとと
もに，我が国の情報通信に関する内容について，高度情報化の
進展を踏まえつつ学習のねらいを一層明確にする観点から改善
を図る。さらに，我が国の国土や地域に関する内容について，
環境保全，防災及び伝統や文化，景観，産物などの地域資源の
保護・活用などの観点を重視して再構成する。
＊下線は筆者による。
資料）文部科学省『小学校学習指導要領解説社会編』東洋館出版
社，２００８年。
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写真１ 各地のヒスイ
Ⅲ 博物館を活用した授業実践
１ 紙地図活用の授業実践
（１）授業実践の概要
まず，紙地図活用の授業実践（短期大学生の社会科指
導法）について述べる。本授業の内容は，第６学年の目
標（１）「国家・社会の発展に大きな働きをした先人の
業績や優れた文化遺産について興味・関心と理解を深め
るようにするとともに，我が国の歴史や伝統を大切に
し，国を愛する心情を育てるようにする」，内容（１）
ア「狩猟・採集や農耕の生活，古墳について調べ，大和
朝廷による国土の統一の様子がわかること。その際，神
話・伝承を調べ，国の形成に関する考え方などに関心を
もつこと」１）に含まれるものである。
博物館授業は，博物館資料の解説を補完するものとし
て，地図資料を用いる場面を設定した。地図資料の活用
は，児童の実践を想定し，作業する学習形態とした。博
物館資料は，学習指導要領の内容に適する縄文時代から
弥生時代に関係する教材を準備した。具体的には，ヒス
イ，イモガイ，黒曜石を用いた。今回の検証は，ヒスイ
を用いた場合である。
（２）博物館活用のイメージ
事前に，博物館活用に対する授業内容のイメージ調査
を行った注５）。この調査は，受講者の高等学校までの博
物館授業の経験に基づき，どのような授業内容をイメー
ジしているのか，尋ねたものである。その際，選択肢
（複数回答可）として，地理的内容，歴史的内容，公民
的内容を示し，自由記述できるようにもした。
その結果，予想されたことではあるが，履修者全員が
歴史的内容を選択した。また，地理的内容は，約６割程
度が選択し，自由記述として地図・地名に関する内容を
挙げている。なお，公民的内容は，約３割の選択に留
まった。
（３）紙地図活用の授業内容
授業展開は，博物館資料に関連する地名を，一つ一つ
取り上げ，予め用意しておいた地図上（基盤図）にマー
キングさせた（シールを貼る）。一つの地名の位置につ
いて考える時間は，３０秒程度とした。それぞれのマーキ
ング後，博物館資料の解説を行った。最後に正確な地理
的位置を確認しながら，ヒスイの出土地分布の広がりか
ら交易圏を認識できることに触れた。
事後指導（１週間後）は，博物館授業に対する評価と
してアンケート調査を行った。
第２表 博物館授業計画案（紙地図活用）
日 時 ２０１０年７月１１日
１０時～１２時（地図作業以外を含む）
履 修 者 数 ３０名（短期大学部２年生）
指 導 場 所 北海道立埋蔵文化財センター
授業計画立
案 者
菊地達夫
倉橋直孝（センター職員・博物館学芸員）
授業実践者 倉橋直孝・菊地達夫（筆者）
本時の目標 博物館資料（ヒスイ）について，交易を通じて広
く日本各地に分布していたことを空間的に認識で
きる
本時の展開（約４５分間）
１ 事前説明
地図作業学習の方法の説明
（シール貼り・思考する時間 各３０秒程度）
東日本
地域
地理的位置の思考①と解説
糸魚川付近（新潟県） ヒスイの産地
北日本
地域
地理的位置の思考②と解説
礼文島（北海道） ヒスイの出土地
地理的位置の思考③と解説
標津（北海道） ヒスイの出土地
地理的位置の思考④と解説
千歳（北海道） ヒスイの出土地
地理的位置の思考⑤と解説
三内丸山（青森） ヒスイの出土地
南日本
地域
地理的位置の思考⑥と解説
種子島（鹿児島） ヒスイの出土地
地理的位置の思考⑦と解説
沖縄本島（沖縄） ヒスイの出土地
２ 全体説明・まとめ
○地理的位置の再確認（視覚的資料の貼り付け）
○各地出土品（ヒスイ）の形状や色の違いの比較
○糸魚川を中心として，最北端（北海道）と最南端（沖縄）が
同心円上に分布（確認）
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写真２ 研修室における地図作業
写真３ 展示室における地図作業
写真４ 富山県を中心とした同心円状の地図
２ 立体地図活用の授業実践
（１）授業実践の概要
次に，立体地図活用の授業実践（４年制大学の社会科
指導法）を述べる。既習内容は，教材研究（学習指導案
作成），発問，ノート指導，図表の指導，地図資料の指
導，歴史資料（年表・写真・博物館資料）の指導であっ
た。よって博物館授業は，これまでのまとめの性格が強
く，発問を交えながら，博物館資料（周堤墓）と地図資
料（立体地図）の両活用を行った。
本授業の内容も，前回の紙地図活用の授業同様，第６
学年の目標（１）「国家・社会の発展に大きな働きをし
た先人の業績や優れた文化遺産について興味・関心と理
解を深めるようにするとともに，我が国の歴史や伝統を
大切にし，国を愛する心情を育てるようにする」内容
（１）ア「狩猟・採集や農耕の生活，古墳について調
べ，大和朝廷による国土の統一の様子がわかること。そ
の際，神話・伝承を調べ，国の形成に関する考え方など
に関心をもつこと」を含むものである。
博物館資料として，縄文時代の墓（周堤墓 千歳キウ
ス４遺跡）を用いた。地図資料（立体地図）は，博物館
内のフロアを利用し，コンテナや点字ブロックなどを地
理的事象（周堤墓や道路）に見立て作り上げた。
（２）立体地図活用の授業内容
授業展開では，観察ポイントに触れた後，自由観察時
間（約１０分間）を設定し，全体像がわかる上空からの観
察と，フロア内の詳細な観察に分け，気付いたことを記
録させた。
自由観察では，縄文時代に関するものという以外，情
報を与えておらず，気付いたことをより多く記録するよ
うに求めた。とくに観察ポイントとして，コンテナなど
のものは，どのような意味を示すものであるか（この場
合，位置，高さや大きさを表している）を促した。よっ
て，表現物が，縄文時代の何かということより，どのよ
うな意図を伝えるためか，思考させたことになる。すな
わち，思考を通じて，地図資料の活用の有効性（位置情
報）に気付かせようとした。
その後，観察・記録内容を確認する上で，４つの発問
をした。発問１では，「遺跡とは，どういう場所のこと
を指すか」。発問２では，「コンテナで示されているもの
は，何か」。発問３では，「国道３３７号線は何で表現され
ているか」。発問４では，「位置情報を確認する上で，重
要な役割を果たしているものは，何か」を尋ねた。学生
は，概ね適切な解答を述べた。その後，正答を示しつ
つ，解説を加えた。
事後指導（１週間後）は，博物館授業に対する評価と
してアンケート調査を行った。
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第１図 社会科指導法の展開の概念図（４年制大学） 写真５ 上空からみた立体地図（周堤墓）
写真６ 立体地図（周堤墓）を観察する学生
写真７ 平面からみた立体地図（周堤墓）
第３表 博物館授業計画案（立体地図活用）
日 時 ２０１０年１２月５日及び１２日
１０時～１２時（地図作業以外を含む）
履 修 者 数 ５４名（４年制大学２～４年生）
指 導 場 所 北海道立埋蔵文化財センター
授業計画立
案 者
菊地達夫
倉橋直孝（センター職員・博物館学芸員）
授業実践者 倉橋直孝・菊地達夫（筆者）
本時の目標 博物館資料（周堤墓）について，立体地図を活用
して，大きさ，高さ，位置関係を認識できる
本時の展開（約４５分間）
１ 立体地図作業学習
立体地図作業の方法の説明
（自由観察・記録 ⇒ 発問・解説）
２ 立体地図の自由観察・記録（約１０分間）
コンテナ・点字ブロックなどの意味・役割の思考
３ 発問・解説
発問１ 遺跡とはどういう場所のことを指すか
解説：昔の人が生活していた場所
（遺構・遺物）
発問２ コンテナで示されているものは何か
解説：周堤墓の形状や高さ
発問３ 国道３３７号線は何で表現されているか
解説：点字ブロック
発問４ 位置情報を確認する上で，重要な役割を果たしている
ものは，何か
解説：位置図（地図）
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項目1 
項目2 
項目3 
項目4 
項目5 
項目6 
 
0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％ 
評価できる 評価できない どちらとも言えない 
写真８ 周堤墓の大きさ，高さ，位置を知るための資料
写真９ 周堤墓から出土した土器類
写真１０ 周堤墓に関する説明・解説板
項目１ 地理的位置の認識と地図作業の評価
項目２ 博物館資料の理解と地図作業の評価
項目３ 地方図から日本地図への活用に関する評価
項目４ 楽しめる活動（シール貼り）としての評価
項目５ 小学校社会科授業の可能性についての評価
項目６ 小学校社会科指導法の内容としての評価
第２図 事後アンケート調査結果（紙地図活用）
資料）アンケート結果（回答者２４名）。
注）アンケート調査時の欠席者は除く。
Ⅳ 地図資料の活用の効果
１ 紙地図活用の効果
事後アンケート評価は，３段階評価として，全体に関
する自由記述をさせた。まず，地理的位置の認識と地図
作業（項目１）について，受講者の８８％が高評価を示し
た。博物館資料の理解と地図作業（項目２）について，
受講者の約８０％が高評価を示した。地方図注６）から日本
地図への活用（項目３）について，受講者の約８０％が高
評価を示した。楽しめる活動（シール貼り）（項目４）
について，受講者の約８０％が高評価を示した。小学校社
会科授業の可能性（項目５）について，受講者の９２％が
高評価を示した。小学校社会科指導法の内容としての評
価（項目６）について，受講者の８３％が高評価を示し
た。
以上から，受講者は，紙地図活用の取り組みについて
概ね高い評価を示し，地理的分布の関係性によって，歴
史的事象の認識が深まったものと判断している。とりわ
け，歴史的事象（ヒスイ）の交易圏の広がりが鮮明に
なったことを地図資料の活用の効果として強調してい
る。よって，本授業では，文化遺産の理解を通じて，社
会的認識が深まった（第６学年の目標（１））ものと考
えられる。
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項目の回答欄とグラフ凡例
評価５ 評価４ 評価３ 評価２ 評価１
←理解できた あまり理解できなかった→
←効果はあった あまり効果はなかった→
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
10 26 17 1
項目１：学習内容（周堤墓）理解の評価
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
13 20 14 5 2
項目２：教材活用（立体模型地図）における効果の評価
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
7 21 21 2 3
項目３：授業の展開方法（自由発観察→発問解説）における学習
内容理解の評価
第３図 事後アンケート調査結果（立体地図活用）
資料）アンケート調査（回答者５４名）。
注）グラフ内の数字は人数（人）。
第４表 事後アンケート調査結果の自由記載例
（紙地図活用）
○紙資料の配布のみでは，忘れてしまうが，シールを貼る作業
を通じて，「ここだと思う」と考えることができる。
○どのようにヒスイ文化が伝わっていったのかが理解できた。
○地図を読み取りながら，博物館を見学する方法は新しい視点
だと思いました。
○耳で聞いても分からない場所が，地図を通して理解できた。
資料）アンケート調査
２ 立体地図活用の効果
事後アンケート評価は，５段階評価として，それぞれ
の項目に関して自由記述をさせた。
まず，縄文時代の周堤墓の理解について（項目１），
約６７％の受講者が高い割合（評価５・４の割合＝高評
価）を示した。続いて，立体地図（地図資料）の有効性
について（項目２），約６１％の受講者が高い割合（同）
を示した。最後に，授業の展開の方法（自由観察から発
問・解説）について（項目３），約５１％の受講者（同）
が高い割合を示した。
以上から，歴史的事象（周堤墓）の認識を深めるた
め，地図資料の活用は，一定の効果があったものと判断
できる。具体的には，「実際に床が国道３６号線などの地
図となっていたのでどこから遺物が取り出されたのかど
れくらいの量なのかが一目でわかったから」や「１階の
模型が地図のような役割をしていたので理解できた」と
いった意見にあるように，位置関係の認識に役立ったも
のと考えられる。加えて，「資料が工夫されていて興味
を持って聞くことができた」や「平面上では想像しにく
いが，立体のものだとわかりやすいし，観察しておもし
ろかった」といった別の意見によれば，歴史的事象に対
する興味関心を高めることにも役立った。
よって，本授業でも，歴史的事象（周堤墓）である文
化遺産の理解（興味関心）を通じて，社会的認識が深
まった（第６学年の目標（１））ものと考えられる。
第５表 事後アンケート調査結果（項目２）の自由記載例
○位置，高さ，大きさが，具体的でわかりやすかったため
○立体模型地図があったので，高さについてより詳しく理解で
きた
○実際に床が国道３６号線などの地図となっていたのでどこから
遺物が取り出されたのかどれくらいの量なのかが一目でわ
かったから
○１階の模型が地図のような役割をしていたので理解できた
資料）アンケート調査。
Ⅴ 地図資料の活用の課題
１ 紙地図活用の課題
紙地図活用の課題は，授業実践を通じて５点浮き彫り
になった。一つは，地図作業の十分な時間確保をする
点。二つは，地図作業において，考える時間と作業する
時間を明確に分ける点。三つは，地図作業と資料説明を
明確に分ける点。四つは，作業する上での適正な人数と
場所の確保を予め示す点。五つは，地理的範囲の形成過
程の認識（国内外）について十分に留意する点である。
一から四までは，今後の授業計画の構想において修正
できる。実施内容を明確に区分することで混乱をさけよ
うとするものである。五は，国家の形成に関する考え方
として，時間的差異（縄文時代と現在の国家領域の違
い）を十分に認識させる必要がある注７）。
２ 立体地図活用の課題
立体地図活用の課題は，授業実践を通じて４点浮き彫
りとなった。一つは，周堤墓（縄文時代の墓）の内容に
ついて，予めの説明が必要な点。二つは，事前に観察ポ
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イントを絞り込む（模型の意味，位置関係の意味，高さ
の意味の考察を分ける）必要がある点。三つは，上空観
察と地上観察を予め分離（それぞれの観察後に発問解説
を行う）する必要が点。四つは，立体地図と周辺の掲載
地図の縮尺関係の違いを，十分に認識させる点である。
一から三までは，今後の授業計画の構想において修正
できる。四は，立体地図と周辺の掲載地図の縮尺が違っ
たため，比較において空間認識の混乱をさけようとする
ものである。
Ⅵ 小学校社会科における博物館授業の計画構想
前章までの授業実践と課題をふまえ，現場（小学校社
会科）に向けた博物館授業の計画構想（紙地図活用の場
合）を示す。なお，第６学年の内容を想定したものであ
る。計画構想のポイントは，導入とまとめの指導内容の
工夫と観察，思考，作業時間の明確な区分である。
第６表 の指導計画（紙地図活用の場合）
１ テーマ
歴史系博物館で縄文時代のくらすの様子を調べよう。
２ 指導計画の目標
○歴史的事象（ヒスイ）に地域的特色があることを思考
しながら理解することができる（展開１）
○歴史的事象（ヒスイ）の交易圏について，地図資料を
活用しながら理解することができる（展開２）
３ 指導計画の内容
紙地図作業（導入・展開１）＝４５分
解説（展開２・まとめ）＝４５分
４ 展開
指導者の主要発問・指示 児童から引き出したい考え・
態度行動
資料
導
入
【ヒスイの形状等の観察思
考の指示】
○ いろいろなヒスイを見
て，気付いたこと，わかっ
たことを書いてみましょう。
学習課題
なぜ，ヒスイは形状等が違
うのだろうか。
【ヒスイの形状等の比較】
事実確認
○大きさが違う
○色が違う
○形が違う
仮説
○生産場所が違うのでは
○使用（加工）していた場
所が違うのでは
○各
地で
出土
した
ヒス
イを
並べ
る。
展
開
１
【紙地図活用】
○ それぞれの地域（地点）
をマーキングしよう。状況
に応じて補足ヒントを与え
る。
東日本地域
●糸魚川付近
北日本地域
●礼文島
【紙地図作業】
○ 思考しながら該当地域
（糸魚川・礼文島・標津・
千歳・青森・種子島・沖縄
本島）と思われる地点を
マーキングする。（シールを
貼る）
○予
めい
くつ
かの
地点
を印
した
区分
図
（東
●標津
●千歳
●青森（三内丸山）
南日本地域
●種子島
●沖縄本島
○ 日本全域図を配付し，
区分図を参照しながら，再
度，上記の地点をマーキン
グしよう。
○ 印した日本全域図をみ
て，地点が広範囲になるこ
とを気付かせる。
日
本・
北日
本・
南日
本）
と日
本全
域図
展
開
２
【出土地・ヒスイの解説】
○ 印した地点は，何を表
わしているでしょうか。
○ それぞれのヒスイ（画
像シール）は，指示します
ので，区分図の各地点に
貼ってもらいます。
○ ヒスイの生産地（糸魚
川）と消費地の説明をしま
す。
【ヒスイの形状等の違いの
解説】
○ 完成地図をみて，気付
いたこと，わかったことを
書いてみよう。
【地理的分布の意味の予測】
○ 生産地
○ 加工地
○ 消費地
○ 指示どおりに画像シー
ルを貼っているか，近隣の
児童と確認
○ 生産地を中心に南北に
消費地が分布することに気
付かせる。また，ヒスイの
生産地が限られることにも
気づかせる。
【ヒスイの形状等の地域的
特色の理解】
○ 各地においてヒスイの
形状等の特色（用途の違い）
があることに気付かせる。
○そ
れぞ
れの
出土
品
（ヒ
ス
イ）
の画
像
シー
ル
ま
と
め
【空間的差異の解説】
○ 今昔の地図をみて，気
付いたこと，わかったこと
を書いてみよう。
【交易圏の広がりの解説】
○ こんなに広い範囲を，
どのように運んだのだろう
か。
【空間的差異の理解】
○ 日本の空間的な範囲の
違いに気付かせる。
【交易圏の広がりの理解】
○ 昔も，現在と同じよう
に広範囲を船舶輸送しなが
ら交易していた可能性に気
付かせる。
○縄
文時
代と
現在
の日
本全
域図
（付
近の
地
図）
５ 指導計画の評価基準
社会的事象への
関心・意欲・態
度
社会的な思考・
判断・表現
観察・資料活用
の技能
社会的事象につ
いての知識・理
解
○ 縄文時代の
生活の様子に関
係する文化遺産
などの関心をも
ち，意欲的に調
べている。
○ 文化遺産の
分布や形状等の
違いについて，
予想しながら思
考し，表現しよ
うとしている。
○ 博物館資料
（文化遺産）や
地図資料を活用
して，分布等の
必要な情報を読
み取っている。
○ 縄文時代の
生活でも，現在
と同じように交
易をしながら地
域間交流してい
た可能性につい
て気付いてい
る。
Ⅶ お わ り に
授業実践は，小学校教員養成課程における社会科指導
法を通じて，紙地図活用と立体地図活用の２事例を行った。
地図資料の活用は，二つの授業実践から，一定の学習
効果を得た。具体的には，博物館資料の認識の深化やそ
れに対する興味関心も高めることが可能である。結果，
歴史的事象の認識を通じて，社会的認識につながるもの
と考えられる。
他方，いくつかの課題も浮き彫りとなった。それをふ
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まえ，前章において博物館授業の計画構想（紙地図活
用）を示した。最終的には，博物館授業の事前後指導の
内容も示す必要がある。
今後は，博物館授業の計画構想をもとに，現場におけ
る小学校社会科での学習効果を，機会をみて検証してい
きたい。また，その他の地図資料の活用についても教材
開発をすすめていきたい。
本稿の部分的な内容は，２０１０年８月地理教育研究会全
国大会（旭川勤労者福祉会館），８月日本地理教育学会
全国大会（山梨大学），１０月日本社会科教育学会全国大
会（筑波大学），２０１１年１０月日本社会科教育学会全国大
会（北海道教育大学札幌校）で口頭発表したものであ
る。
「注」
注１）総合的な学習の時間は，平成１０年版学習指導要領
において，導入されたものであり，「生きる力」を育
むため，横断的，総合的な学習活動によって，主体
性，思考力，判断力などを育成することをねらいとし
た。内容としては，環境，国際理解，情報，福祉・健
康などが例示され，博物館をはじめとする生涯学習施
設の活用が期待された。
注２）教育基本法は，平成１８年に改正され，教育の目標
第二条五において「伝統と文化を尊重し，それをはぐ
くんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊
重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこ
と」が明記された。
注３）平成２０年版小学校学習指導要領社会編の指導計画
の作成と内容の取扱いでは，「博物館や郷土資料館等
の施設の活用を図るとともに，身近な地域及び国土の
遺跡や文化財などの観察や調査を取り入れるようにす
ること」と明記されている。
注４）前掲書注３）
注５）２０１０年６月末に実施（博物館授業の１週間前）。
注６）地方図とは，東日本（東北・関東・中部地方），
北日本（北海道地方），南西日本（九州・沖縄地方）
を指し，地図作業として，東日本，北日本，南西日
本，日本全域（日本地図）の順で活用した。
注７）現在の日本国の領域は，北海道，本州，四国，九
州，沖縄であり，あたかも，日本の両端で発見・発掘
されたイメージが生じる。しかし，縄文時代では，明
確な日本国の領域は確定しておらず，北海道や沖縄
は，他文化の支配する地域と考えられていた。よっ
て，埋蔵文化財を教材とする場合，地理的範囲は，現
在の国家や行政領域と異なる可能性が高いことに留意
する必要性がある。
「引用文献」
１）文部科学省『小学校学習指導要領解説社会編』東洋
館出版社，２００８年．
北方圏学術情報センター年報 Vol．４
―２３―
Utilization and effect of cultural heritage materials in elementary school teacher training course
 Through the museum class of teaching social studies
KikuchiTatsuoHokusho College
Abstract
The purpose of this study is to clarify the utilization and effect of cultural heritage materials in
elementary school teacher training course.
Such a target, teaching social studies classes in elementary school teacher training course which is (use
museum). As museum material, using the artifacts of the Jomon period. Research point of view, in order to
deepen the social recognition, is using the document map, you try to verify the effectiveness of teaching
learning museum. Concretely, we target two cases of paper maps and take advantage of utilizing three
dimensional map (map work).
As a result, the use of map material, through the practice of two classes, that deepen the effect of high
social recognition was found. On the other hand, in terms of attention to detail, the challenge of the course
content has been thrown into relief. Based on that, it shows the (use paper maps) initiative in museum
planning of teaching elementary school social studies.
Key wordsMuseum class, Museum material,
Take advantage of map,
Elementary school social studies
小学校教員養成課程における文化遺産の教材活用と効果
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